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一方で、特定の場所で一軒だけで古本屋を営む店もある。ジャカルタにはタマン・ミニ・インドネシアと呼ばれる国内各地方 伝統的家屋を再現した広大な公園がのだが、ここの敷地内に店を構えているのがパサール・ブク ランカだ（写真１） 。一九八〇年代、先代の店主（今の店主のお父さんにあたる）の頃に当時の大統領夫
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マリオボロ通り近くに古本屋のコンプレックスがある （写真３） 。鮮やかなオレンジとグリーンの色使いが眩しい二階建ての建物の中古本屋のキオスク（日本の駅でみるような小さな売店の形態）がびっしりと並んでいる。建物内にはここが二〇〇五年に建てられたことが記されていた。一階と二階で相当数の古本屋キオスクが入っており、ひとつの建物に古本屋だけでこれほどの数が集まっているには驚きである。さらに、これらのキオスクを一軒一軒覗いてみると、どの店も様々な特徴を持っていることがわかる。雑誌を中心に販売している店、イスラーム系出版物を専門 する店、ＩＴ関連の本だけを取り扱っている など、それぞれに色があり 人びとのニーズをこのコンプレックス全体満たしているようである。なかでも左派系出版物を中心に取り揃えている店は本当に赤色の本ばかで目立ってい 。このほか、古本屋とは呼べないかもしれないが新
聞のクリッピングを専門的に取り扱う店もある。 「イスラーム銀行」や 「税金」 「家族問題」など、テーマごとにまとめられたクリッピングの束がどっさり積まれており、圧巻である。　
このように、ジョグジャカルタ
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